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研究成果の概要（和文）： 本研究はアジア・太平洋地域における知的共同体構築の過程の中で、歴史教育が果
たした役割、特にグローバル人材育成の過程において、歴史教育の現状と課題を明らかにした。とともに、日
本・米国・中国・韓国・スウェーデン・ドイツなどの歴史学者との国際共同研究を進め、その成果を『Seeking 
Common Ground: Challenges and Opportunities in the Asia-Pacific』、「グローバリヒストリのなかの日中
戦争」『日中戦争とは何か』として出版した。

研究成果の概要（英文）：　This project is to examine the role of history education in the training 
of global talents. It has scholarly contributed to promote mutual historical understanding between 
Japan, China, and the United States. The publication in English and Japanese are the examples of the
 accomplishments.   

研究分野：歴史教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果は、すべて英語・日本語・中国語でまとめ、国内外に広く公表する。また海外の研究者と密接に
連携をとりながら、研究成果を広く国際社会に発信することも想定している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
従来、歴史認識研究の分野は、歴史教科書を中心に展開し、大きな成果を上げっている
が、歴史教育や和解の構築における博物館の役割についてはほとんど検討されてこなかっ
た。しかも文献資料が重視されており、博物館の設立に関わる当事者に対する口述資料の
収集・整理・分析、または歴史教育に関する資料の多言語化の構築も行われていない。相
互理解を深めるため、関係諸国の資料データベースを構築することがきわめて不可欠であ
る。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、歴史教育がアジア太平洋地域の国際協力関係の発展およびグローバルな人材
育成ネットワークの構築にどのように、どの程度、影響を与えたのか、歴史博物館を通じ
て解明する。その上で、地球市民として 21 世紀に生きる次世代を担うグローバル人材を育
成するため、アジア太平洋地域における知的共同体の構築過程において、記憶の共有を如
何に育成し、新たな歴史教育の戦略をいかに構築すべきかを探ることを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、文献資料による調査・現地調査とインダビュー調査を中心に研究を進めた。

文献資料・現地調査とインダビュー調査を基にデータを整理・分析し、最終的に研究成果

は国内外の学会で報告し、公表した。 
 
４．研究成果 
 
 本研究はアジア・太平洋地域における知的共同体構築の過程の中で、歴史教育が果たした役
割、特にグローバル人材育成の過程において、歴史教育の現状と課題を明らかにした。相互理
解を促進するため、本研究は日本・米国・中国・韓国・ドイツなどの歴史学者との国際共同研
究を進め、その成果を『Seeking Common Ground: Challenges and Opportunities in the 
Asia-Pacific』、および「グローバリヒストリのなかの日中戦争」『日中戦争とは何か』として
出版した。 
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